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1.はじめに
本稿では前稿「パブリックスペースに関するフィールド
ワーク報告 ―新潟県十日町におけるサイトリノベーシ
ョン（その2）―」（本号p.59）に引き続き，2009年度に研
究室にて行った活動を「パブリックスペースに関するフィ
ールドワーク報告―渋谷周辺の地形及び地下空間における
サイトリノベーション―」としてまとめ，報告するもの
である。
「サイトリノベーション」の定義とこれら一連の活動
の経緯については，前稿にその詳細を記したので，ご参照
いただきたい。
2.渋谷周辺の地形及び地下空間におけるサイト
リノベーションの目的
「サイトリノベーション」（「場」に「出来事」を起こす）
という活動の一環として，2009～2010年に「オノマトペ
A面オノマトペB面」プロジェクトを渋谷周辺で行っ
た。
日々私たちは都市空間で様々なことを感じているが，実
際には意識化されないことが多くある。このような不可視
の都市現象に注目し，その場所の特性を表出させることを
目的として，「サイトリノベーション」を行うことを考
えた。
上記AB両面のプロジェクトに共通して「オノマト
ペ」（擬声語/擬音語擬態語）を用いた。これはしばしば漫
画の中等で多用されている表記であり，不可視の都市現象
を形象化して表現出来る可能性があると考え，これを表現
の手法として使用することにした。
3.「オノマトペA面」プロジェクトの概要
「オノマトペA面」プロジェクト（チャリーディングノ
ーテーション）は2009年日本建築学会誌「建築雑誌」10月
号特集「東京新地形論」の中で研究室のフィールドワーク
として，渋谷周辺の地形をリーディングした結果を表した
ものである。これは渋谷駅周辺の地形の体感感覚をリサー
チし，オノマトペによって，地図上に可視化させたもので
ある（図1，p.70）。
「オノマトペ（擬声語）」には擬音語（物の発する音:チリ
ンチリンキキー等）と擬態語（音を発しない様子:ん゛ース
ー等）があり，ここではこの両方を用いた。
漫画の「オノマトペ」にはより感覚的な訴求力があり，
瞬時にその感覚や雰囲気が伝わる面白さがある。例えば，
「オノマトペA面」プロジェクトにおいて，渋谷周辺の地
形は，等高線等の地図を用いて即物的記述により表現でき
る。しかし，人が東京の地勢を体感しているリアリティを
も記述してみたいと考えたとき，オノマトペを使うことで
地形の体感感覚経験を2次元（地図上）にノーテート
（記述）できる可能性があると考えた。
4.「オノマトペB面」プロジェクトの概要
「オノマトペB面」プロジェクトは「オノマトペA面」
のアイデアを発展させ，2010年3月に行われた「shibuya
1000」（2009年より始まった渋谷をテーマとした都市展）の中
で行ったものである。これは渋谷駅の地下空間を，リサー
チし，リーディングした結果を3次元のモデルとして同様
にオノマトペを用い可視化させたものである。渋谷地下空
間の中に，その空間を含み，リサーチ結果を1/70のオノ
マトペ大型模型に表現した空間を設置した。
また，「オノマトペB面」プロジェクトでは，地下空間
で音，風，光，匂いなどに敏感になることがわかったが，
地下空間の日常，意識化されない体感感覚経験を3次
元の「オノマトペ」として表現することで，見えないもの
が空間に出現する楽しさがある。さらに発展させると，
「オノマトペ」での記述法は東京の地形や地下空間を，音
のみによって伝えられる可能性も持っていると考えられ，
表現のツールとして，様々な可能性があると思われる。
5.設計プロセスとその手法
人と場所（環境）の関わり，経験を調べ，場の特徴を見
つけ出すために，まず，対象地の「サイトリーディング」
を行った。
「オノマトペA面」では，渋谷駅周辺の地形について，
その地勢と人との関わりを知るために自転車にてリーディ
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写真1 6月フィールドワーク
写真2 7月フィールドワーク
写真3 渋谷周辺歩道橋
写真4 調査中
図1 オノマトペA面（チャリーディングノーテーション）（『建築雑誌』2009年10月号掲載）
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図2「オノマトペA面」リーディング8ルート
表1 オノマトペ凡例オノマトペA面
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ングを行った。具体的には，アップダウンのある重層化し
た渋谷の地形を自転車（ギアなどがなく，地形をよりストレー
トに体感できる通称ママチャリ）を用いて，その経験をリサ
ーチした（写真1～4，p.70）。
大橋ジャンクションを中心とした直径4km，8ルート
（代官山方面，目黒方面，祐天寺方面，下馬方面，池尻方
面，駒場方面，代々木方面，渋谷方面）を1～4人で走り，
その感覚的データを8項目に「オノマトペ」を用い，オノ
マトペ地図を作成した（図2，p.71）。
感覚的データ8項目は，坂を上るところ ん゛ー/下る
ところ シャー/まっすぐで気持ちよく走れたところ ス
ー/段差を感じたところ ガッタン/ベルを鳴らしたく
なったところ チャリン/ブレーキを掛けたところ キ
キーッ/自転車を降りて押したところ コロコロ/止ま
ったところ …/であり，各々に3種類のレベルを設け
た（表1，p.71）。
また，走るときのルールとして，方向性を一定にするた
め，ここでは，時計回りで走った。
「オノマトペB面」では渋谷の渋谷駅副都心線駅構内や
地下通路の地下空間を感覚で察知するために，まず，散策
しながら，意識化されない感覚を意識して，「サイトリ
ーディング」を行った。具体的には渋谷駅B1F～B5Fの
地下空間を実際に歩き，そこでの体感感覚経験をピッ
クアップした。その結果，音，匂い，光など様々なものが
挙げられたが，ここでは，その中でも，特徴的であった
「音」に関する感覚的データ10項目に「オノマトペ」を用
いた。その10項目は，電車の風の音 ゴォー/電車が発
車する音 プルル/扉が閉まる音 プシュー/改札付近
ピッ/入れない場所 ？/お金を使う場所 チャリー
ン/地上付近 プップー，ガヤガヤ/階段付近 カッコ
ウ，ピンポーン/人が大勢いる場所 ざわざわ/人が歩
いている場所 コツコツであり，各々に3種類のレベル
を設けた（表2，p.73）。
・設置場所，形態の検討
今回の「オノマトペB面」プロジェクトについては，
前述のリサーチから進展させ，まだオープンしていない渋
谷駅副都心線地宙船B4Fのデッドスペースに，「サイト
リノベーション」活動として実際的な空間設置を行った。
この場所は現在工事途中であるため，デッドスペースに
なっているが，B3Fの吹き抜けからもよく見えるスペー
スであり，この空間の存在を知ってもらえる可能性のある
場所である。実際の地下空間を平面方向1/70，立面方向
1/10にモデル化し，その地下の体感感覚経験をリサ
ーチした結果を3次元の「オノマトペ」に表現した。B3F
の俯瞰景（遠景）からは，地下空間の全体像を，B4Fの近
景からは，地下空間の詳細を把握できるように表現した
（写真5～10，p.73），（写真11～12，図3，4，p.74）。
吹き抜けを利用することにより，このように複数の視点
から眺められ，2つの場所での空間体験が可能となった。
また，立体的にはB3FとB4Fをぐ役割をすると共に，
平面的には，他のメディアアートの作品の展示との緩衝空
間としての役割を果たした（写真11～13，p.74）。
・素材，施行方法の検討
地下鉄駅構内という不特定多数の方々が出入りする，パ
ブリックスペースでの展示であったため，搬出入の条件が
大変厳しく制限された。
搬入経路の確保，荷下ろしの場所と時間が充分に確保で
きないことが予想されたため，素材は施行しやすく，かつ
運搬しやすいスタイロフォームを使用した。
また，全体が約6m程度の長さであったため，パーツ
に分解し，組み立てが簡単な加工とした。
6.デザインコンセプト
杉浦研究室では，今回渋谷周辺の地形及び地下空間にお
ける日常的空間を体験リサーチしたが，体感しつつも意識
化されないことが多々あることに気づいた。これらを意識
化し，表出させてみると，場と人の関係が可視化される。
また，それが，その場所の特性として表れ，非日常の場と
なる。
日常，意識化されない感覚を目に見える姿で，表出させ
ることにより，このような当たり前の空間の中の面白さを
再発見する契機となる。
このようにこのプロジェクトでは，「この場所に既にあ
りつつも，見えていないことを顕在化させること」がデザ
インコンセプトの中心にあった。
7.まとめとその後の展開
日常，地下空間を歩きながら，私たちは様々な音を無意
識に聞いている。地上よりも地下のこもった空間の中では，
いつも以上に音，風，匂いなどに敏感になっていることに
気づかされた。このように体験しつつも意識化されない空
間体験を可視化させ街に展開し，かつ，設置場所について
は地下の工事途中のデッドスペースを有効活用した。
このプロジェクトにより個人的な都市での経験が共有化
されることにより，このような空間設置がひとつのコミュ
ニケーションのツールとしても機能することがわかった。
さらに，「shibuya1000」展ののち，渋谷駅近くのファ
ッションビル「cocoti」内4Fの空き店舗スペースで再展
―72―
―73―
写真5 1/1000スタディー模型
写真6 デザインミーティング
写真7 1/300スタディー模型
写真8 スラブ制作中
写真9 地下3Fより1/70模型を見下ろす
写真10 1/70模型制作過程
表2 オノマトペ凡例オノマトペB面
・電車の風の音 ・電車が発車する音 ・扉が閉まる音
・改札付近 ・入れない場所 ・お金を使う場所
・地上付近 ・階段がある場所
・人が大勢いる場所 ・人が歩いている場所
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図3 1/70模型の大きさ 図4 渋谷駅周辺地図＋渋谷地下道Plan
写真11 B3Fからの眺め 写真12 1/70模型の詳細
写真13 オノマトペB面1/70模型
示のお話をいただき，プロジェクトは継続進行した。私た
ちの実験的試みが理解され，広がる気配を嬉しく思ってい
る。
■オノマトペA面詳細
『建築雑誌』2009年10月号「東京新地形論」「東京をこぐ/チ
ャリーディングノーテーション」pp.1617
参加メンバー
杉浦久子，大久保美佳，大中愛子，高畑緑，中村萌，中山葵
収録:「建築ラジオ r4現代建築を語る聞く読む」「全体
討議 東京論 新しい地形としての東京3 東京を漕ぐ
 チャリーディングノーテーション」2009年8月13
日収録
http:/tenplusone.inax.co.jp/radio/2009/09/tokyo3.php
■オノマトペB面詳細
開催期間:2010.03.13～03.22 11:00～20:00
「shibuya1000」http:/www.shibuya1000.jp/
準備制作期間:2009.12.25～03.13
場所（会場）:渋谷駅副都心線＠地中船B4F
来場者数/参加人数:約300名（1日約30名程度）
取材:「渋谷文化」http:/www.shibuyabunka.com
収録:「建築系ラジオ r4現代建築を語る聞く読む」「杉
浦久子＋suginokoインタビュー 『渋谷地下空間』を考え
る」2010年3月18日収録
http:/tenplusone.inax.co.jp/radio/2010/05/suginoko.php
再展示:cocoti（4F）渋谷駅近隣の新しいファッションビル
http:/www.cocoti.net/
日時:2010.04.17～05.16
■参加メンバー
杉浦久子＋suginoco［昭和女子大学 杉浦研究室］昭和女
子大学 環境デザイン学科 建築学コース
教授:杉浦久子，M1大中愛子，3年石橋奈緒美 井野由美
子 加藤舞 後藤友香 斎藤美鈴 長久保麗子 早坂美紀 深谷
美波 山田安紀 横川友理 吉田有里
協力:貴田達也氏，地宙船B4Fにて共同展示した方々（特に
早川智彦氏），高柳誠也氏
（すぎうら ひさこ 環境デザイン学科）
（おおなか あいこ 生活機構研究科環境デザイン研究専攻2年）
（なかむら もえ 生活機構研究科環境デザイン研究専攻2年）
―75―
